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高齢化が進む美園に向けたモビリティ*・トランジション

自動運転の小型
モビリティが走
り回っている

都内・新都心等
は公共交通機関
で（モビリティ

はLast one 
mile）

買い物は通販

ゆっくり
楽しめる

歩行空間、
馬道

歩行・非自動運
転が余暇・ス
ポーツの扱い

障がい者概念の
消失（支援ロ

ボット一般化）、
高齢者も同様に

歩行

小型モビリティ、
ロボット、ド

ローン等の社会
実験

特区申請

現場で活動する
人の特定・動員

美園内で実験イ
ベントを同時開

催
人々の移動実態
データを把握

資金調達

従来型の高齢者
介護（送迎型） 行政依存の道路

管理・使い方

マイカー中心の
システム（駐車
場、税、燃料価

格）

事業化（本格導
入時の投資確
保・事業者発

足）

*人々の移動・交通のこと。「小型モビリティ」というときは、地域の手軽な移動の
足となる１人～２人乗り程度の車両のこと。

（2018年3月27日まちづくり講演会 ミニ・ワークショップの成果）
松浦正浩
2018



高齢化が進む美園に向けた
モビリティ・トランジションの戦略

（2018/3/27 まちづくり講演会 ミニ･ワークショップの成果）

参加者のみなさんのご意見

2050年の美園のすがた
• 高齢者もパワードスーツ等の支援で、若者と同等の行動が可能
• 美園内で自動運転の小型モビリティが走り回る

– 東京や新都心への移動は浦和美園駅から公共交通機関を利用

• 非自動の移動（運転、自転車、乗馬、歩行…）は貴重で余暇として認識
• 買い物は通販が前提

変わらなければならない現在の社会システム
• 朝夕の送迎で自主性のない高齢者介護
• マイカー前提のシステム（駐車場、低い燃料価格など）
• 行政依存の道路管理

システムを変えるためにいまからできる行動
• 小型モビリティやドローン等の社会実験活性化

– 美園内の社会実験イベントは同時多発的に実施して住民等へアピール

• 美園内における移動データの把握
• 特区申請、資金調達
• 実際に活動する人の特定

問題意識
• 急激な高齢化が予期される美園において、 2050年の美園のモビリティ（人々の移動）がどのようになっていれば、

「持続可能（サステイナブル）な美園」でしょうか？
• 現状のどのような社会システムが持続可能ではないでしょうか？
• システムを変えるためにいま、何ができるでしょうか？

松浦正浩
2018


